ライティング指導とその評価方法について
富山県立富山南高等学校
１．実践経過
　平成１５年度の実地調査で、ライティングとスピーキングを中心に本校独自の評価方法の開発を提案された。その後４技能の指導と評価の方法について協議をして、実践を試みた。特にライティングは評価テストの実施と評価方法の研究開発が進んだ。
　<基本方針>
　・全校生徒対象に自由英作文を課す（２０分、辞書使用不可）
　・英作文の基礎となる文法力を測るため本校独自の「３０構文」を基に構文テストを行う（２０分）
　<実施方法>
　・年間３回（期末考査終了後の特別授業期間）実施する
　・自由英作文と構文テストは全学年同一課題、同一問題で実施する
　<評価方法>
　・自由英作文は本校の評価基準（２０点満点）で評価する
　・構文テストは３０問（構文を使った英作文、整序問題など）各２点（６０点満点）で採点する
２．実施状況
　平成１５年は試行テストを実施（１・２年生対象、３月）、採点と評価の資料とした。１６年度は年間３回（７月、１２月、３月）に、1・２年生全員を対象に実施した。評価方法確立のため、７０名の抽出採点で評価を行い、データを分析した。
　自由英作文評価基準（平成１６年２月６日改訂版）
	
	評価項目
	基　　　　　　準
	

	
	字数　　   ／５
	５(100w～)４(80~99)３(60~79)２(40～59)１(0～39)
	

	
	条件　(２つの条件を与え
る。０点もあり）
　　　　　　　　　　／３
	与えられた題材について書いているか。　　　　　　１
（良い点について書いている。）　　　　　　　　　 １
（悪い点について書いている。）　　　　　　　　　 １
	

	
	内容
　　　　　　　　　　／３
	内容がよく理解できる。　　　　　　　　　　　　　３
ある程度推測すれば内容が理解できる。　　   　　 ２
かなり推測しないと内容が理解できない。　　　　　１
	

	
	文としての構成
　　　　　　　　　　／３
	文がしっかり構成されている。          　　　　　 ３
文として成り立たないものが時々見られる。　　　　２
文として成り立たないことが多い。　　　　　　　  １
	

	
	全体の流れや
つなぎの言葉
（流れの自然さ、つなぎ言
葉の適切さ、豊富さ）
　　　　　　　　　　／３
	色々なつなぎの言葉を適切に使っている。
（または流れがスムーズである。）　　　　　　　　 ３
つなぎの言葉が、時々適切でない。
(または時々流れの混乱が見られる。)　　　　　　　２
つなぎのことばに乏しく、使い方が不適切
（または流れがバラバラである。）　　　　　　　　 １
	

	
	スペル、文法の
正確さ
       　　 　　　　／３
	スペル, 時制、単数複数などが正確かについて、
あまりミスがない　　　　　　　　　              ３
時々ミスがある　　　　　　　　　　　            ２
ミスが目立つ  　　　　　　　　　　              １
	


	
	合計　　　　　　　／２０
	
	


　３０構文とテストは省略
３．実施結果と問題点
　（１）自由英作文
　　第１回の評価結果は、１年生平均１３．８点、２年生１５．９点（抽出採点）。特に語数で２学年間に大きな差が出ており、１年生で６３語、２年生は１２２語であった。また、２年生では、つなぎの言葉（ディスコース・マーカー）の使用度が高く、種類も多様であった。採点については、採点者による主観などで差が出ないように、ペアで分担個所を割り当てて実施したが、全員の生徒の評価には時間がかかり、今後の実施上大きな課題となった。また、現行の評価法では、生徒の題材のとらえ方・発想の善し悪し、展開のおもしろさがなど、内容的なものが十分評価されないという問題が指摘された。さらに、課題の難易度で結果が変化するというデータも明らかになった。
  （２）構文テスト
　　　第１回目は基本となる３０の構文を事前に示さずに取り組ませた。１年生平均１５．２点、２年生２８．０点と大きな差が見られた。２年生は構文用の参考書を継続的に学習しており、定着度が高いものと思われる。３０の構文をどのように生徒に提示して、英作文の向上につなげるかという、運営面が課題となった。第２回目は一ヶ月前に提示して学習を指示したが、テスト実施前の指示方法の違いから、条件に差がついたと指摘があり、データに曖昧さが残った。
　（３）ライティング能力評価として
　・評価のための評価になっていないか。
　・抽出ではなく、全員について実施したものを全員に採点評価して結果を生徒に示すべきではない　か。
　・自由英作文や構文テストは日頃の指導の成果として課すのである限り、授業を中心とした指導方　法と実践をより明確にすべきではないか。→指導と評価の一体化を図る。
４．改善に向けて（実施状況と展望）
　（１）自由英作文
　　・評価規準（基準）の見直しを図り、新たな規準（基準）を作る
　　・実施対象生徒に対して評価基準を提示して、採点結果を知らせる
　　・授業での英作文課題、定期考査や実力テストの自由英作文問題などに同一の評価規準（基準）　　を採用する。
　　自由英作文評価規準（基準）（平成１７年６月１６日最終提案）
	内容
１６
	適切な内容
であるか
	与えられた題材を論旨に沿って展開しているか
	  ４
	４
	 ３
	２
	 １/ 0

	
	
	内容に説得力・独自性・創造性があるか（×２)*1
	  ４
  ８
	４
８
	 ３
 ６
	２
４
	 １/ 0
 ２/ 0

	
	
	自分の考えを明確にしているか
	  ４
	４
	 ３
	２
	 １/0

	構成
　　　１２
	構成ができ
ているか
	適切な長さがあるか（指定語数に応じて評価、追
加点あり*2。歌詞や名句の引用は除く）
	  ４
加点数
	４
	 ３
	２
	 1 / 0

	
	
	導入、本論、結論があるか（段落にわけているか）
	  ４
	４
	 ３
	２
	 １/ 0

	
	
	つなぎの語句が適切にかつ適宜使われている
	  ４
	４
	 ３
	２
	 １/ 0

	語彙・文法
　　　１２
	適切に英語
を運用して
いるか
	文型が正しい英文構造になっているか
	  ４
	４
	 ３
	２
	 １/ 0

	
	
	時制や冠詞などの用法は正しいか
	  ４
	４
	 ３
	２
	 １/ 0

	
	
	綴りや句読点は正しいか
	  ４
	４
	 ３
	２
	 １/ 0

	評価
	合計（４０点満点）
	４０
	
	
	
	


           *1)４点満点で評価するが、実際は２倍する
           *2)１００語を満点（４点）として、語数に応じて加点する。
　　　　　　　～１２０語１点、～１４０語２点、～１６０語３点、～１８０語４点、～以上５点
　　　　　 *3)５０語に満たない作品については、各項目２点を上限とする。また、１文以下の場合　　　　　　は各項目で０点とする。
　（２）３０構文
　　・年度当初より「３０構文」表を配布して、授業の中で利用していく
　　・自由英作文に使われた構文数を調査して、構文の定着度を評価する
（３）ライティング能力評価として
　・ライティング評価テスト実施方法と実力テスト
	
	提案１．３０構文と自由英作文のテストをして、全クラス生徒についてすべて採点する（た
だし、各学年の採点はＡＬＴを含めて３名担当とする）。実力テスト（校内模試）でも同様
に自由英作文のテストを実施する。
提案２．３０構文と自由英作文のテストを前年同様に実施するが、年国際コースのみ採点す
る（採点者は全員。実力テスト（校内模試）でも同様に自由英作文のテストを実施する。
提案３．３０構文と自由英作文のテストを前年同様に実施して、すべて採点する。実力テス
ト（校内模試）では自由英作文のテストを実施しない（来年度より実施する）。
	


　・評価テストや他の試験で生徒に対して事前に評価基準を明示して、指導する。
　・ライティングなどの授業で英作文の指導内容と到達目標を生徒に知らせ、英作文課題なども同一　の基準をもとに評価する（ＡＬＴによる評価も同じ）。３０構文を授業で指導して、習熟させる。
５．授業での実践とその成果
　本校３年間の到達目標に準じて、４技能それぞれについて具体的な取り組みをしている。その中で、特にライティング指導は英文を再現し、さらに自分の言葉で表現する力をつけるようにしている。ライティング指導を核として、その他の技能についても伸長が図れることを期待している。
　１年生ではOCIの授業プリント、２年生はライティングの授業での課題英作文提出（JTEの授業で週１回、ALTとのティーム・ティーチングで週１回）、国際コースではその他さまざまな活動の機会に、ライティング能力を測る機会がある。また、ライティングの定期テストや学期毎の実力テストなどでライティングを課すことも多い（今後は実力テストなどで評価テストを導入・継続してはどうか）。そのような時に、本校の評価基準を効果的に（同じ基準と配点という意味ではない）利用することは、生徒の伸長度を見るのに役立つものと思われる。今後はＡＬＴも本校の評価基準に則った評価をして、総合的に生徒のライティング力の向上に努めたいと考えている。
 　◎３年間の到達目標（本校ＳＥＬＨｉの具体的目標）
   自分の考えを明確に持ち、それを英語で表現できる生徒を育てる
	
	   　　　到達目標に準じた学年目標
	 指導の具体（表現する能力「書くこと」を中心として）

	
	１年
◆英語で音読することに慣れ、他の生徒の前で発表す
ることができる
◆身近なことを英語で説明することができる
◆身近な話題について、英語を使って表された人の意
見を理解し、その意見に対して賛成か反対か、自分の
立場を英語で表現することができる
	（英語Ⅰ、ＯＣＩ）
スラッシュ・リーディング、read & look up、
ＷＰＭ、Show & Tell、音読テスト
スモール・トーク
スモール・トーク、ＯＣＩ予習プリント
（Longman社発行のテキスト "Impact
Values 各レッスンについて、本文要約と自
分の意見を理由をつけて英語で書くことを
徹底する）

	
	２年
◆学習した内容をさまざまな英語の表現を用いて、ま
とめることができる
◆学習した題材を用いて、自分の考えを英語で表現で
きる
◆自分の考えを、他の生徒と交換し合うことができる
【国際コース】
◆諸外国の状況について調査・研究して、それについ
て発表したり意見を交換する
	（英語Ⅱ、リーディング、ライティング）
レッスン用ワークシート
週２回のライティング課題（ＪＴＥの授業
で週１回、ＡＬＴとのＴ－Ｔ授業で週１回、
毎回１００語以上）
ライティング作品の発表（口頭および書面）
（異文化理解）
スピーチ原稿作成、リサーチ、模擬国連原
稿作成など

	
	３年
◆自分たちの生活に関連の深い社会問題について書か
れた、ある程度まとまった英文を読み理解して、得た
情報を英語で表現することができる。
◆自分たちの生活に関連の深い社会問題をテーマに、
自分の意見を英語で表現することができる
【国際コース】
◆社会的な問題や課題について調査・研究して、それ
について討論することができる
	（英語Ⅱ、リーディング、ライティング）
教科書で学んだことについて英語で要約し
たり、自分の意見を英語で書く
ライティングの授業では題材についてマッ
ピング（５分）してから感想や意見を時間
内に英語でまとめる（１５分）
（ＯＣⅡ、異文化理解（選）、時事英語（選））
ディベートの資料となる題材についてスピ
ーチ原稿の作成、ディベートシート作成


付記：本校におけるその他の技能の評価の取り組みについて
○リーディング
　さまざまな音読活動や授業における音読のＷＰＭ、速読教材を使ってのＷＰＭ記録表、多読教材を利用したリーディングマラソンなどを実施してリーディング力向上を図り、全校生徒対象に「大学入試センター試験第６問」テストを実施している（年３～４回）。データ分析によると、特にＳＥＬＨｉ初年度の生徒は以前の生徒より速読力がついているものの、読解力にまだ不安がある。今後は授業で短い文について３ラウンドの読解演習を行うなど、指導を検討している。
○スピーキング
　音読がすべての基礎と考え、様々な音読活動を進めることで、生徒が大きな声で読む習慣がついてきた。定期的に音読テストを実施することで、音読の意欲も継続している。１年生での Show & Tell の発表は全員の取り組みとして成果が出ているが、そのステップとして毎日の授業の中でペアやグループで話す活動を増やすことで段階的にスピーキング能力をつける指導を徹底していくことを検討している（スモール・トークなど）
○リスニング
　家庭におけるリスニング教材やラジオ語学講座の利用を奨励しているが、実際に家庭でのリスニング活動を定着させている生徒は少ない。授業ではディクテーションやＴ－Ｆクエスチョンなどで指導しているが、音読活動自体がリスニングの基礎としても役立っていると思われる。
